
第１学年 国語科学習指導案 

 

日 時 平成 29年９月 22日（金） 13：30～14：20 

学 級 １年Ｂ組（男子 19名 女子 10名 計 29名） 

授業者 教諭 佐々木 洸美             

 

１ 単元名 スピーチ名人になろう！ ～ことわざ編～ 

主教材 「具体例を挙げて伝えよう 「ことわざ」スピーチ」 （東京書籍 国語１） 

 

２ 単元について 

（１） 教材観 

 本単元の指導事項は、中学校学習指導要領Ａ話すこと・聞くこと（第１学年）の指導事項イ「全体と部

分、事実と意見との関係に注意して話を構成し、相手の反応を踏まえながら話すこと。」にあたるとともに、

ウ「話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、相手に分かりやすい語句の選択、相手や場に応じた言葉遣

いなどについての知識を生かして話すこと。」に対応した教材である。スピーチとは、大勢の前で自分の意見

や主張を伝えることである。また、教科書に「ことわざ」が使われているが、「ことわざ」は生徒にとって身

近な言葉もあるが、知らない言葉もある。その「ことわざ」を利用し、身近な具体例を入れることによっ

て、相手に分かりやすく伝えることができると考える。さらに、友達のアドバイスを聞いて構成やスピーチ

の仕方を考えることができる有意義な教材である。 

 

（２） 生徒観 

 諸調査の結果を見てみると、「聞く」ということには関心を持っているが、具体的に自分の考えを伝えるこ

とを苦手としている生徒が多い。そこで、日頃の授業ではペアやグループ活動を入れ、自分の考えと他者の

考えに触れ交流し、互いの考えの共通点や相違点を整理する機会を大切にしている。今までの生徒の既習事

項として、説明文の単元において、序論、本論、結論の役割や実際に本文を大きく三つに分けさせる授業を

行っている。また、前単元の「順序立てて説明する」という単元では、分かりやすく説明するためにはどの

ような工夫があるのかを考えた。つなぐ言葉や内容によって段落を分けることの他に、新聞記事を意味段落

毎にバラバラにして組み立てさせる授業を行うことによって、読み手を引きつける構成の工夫を学習してい

る。 

 

（３） 指導観 

 本単元の指導にあたり、特に安心して「話すこと」ができるように、スピーチのための構成メモを練り上

げることを大切にしたい。そのために個人で構成メモを書くことはもちろんのことだが、自分が書いたもの

をグループで交流し、自分のスピーチに自信を持たせたい。また、発表の場面において、聞き手は「ことわ

ざ」の意味を理解するのだけではなく、発表者のスピーチの構成や話し方などを聞くことを大切にしたい。

また、生徒が本単元で学んだことが日常生活や学校生活に活かすことができるように振り返りの場面では、

学んだことをこれからどう活かしていきたいのかを考えさせたい。 

 

 

 

 

 



 

３ 単元の指導目標および評価規準 

（１） 指導目標 

① 目的や場面に応じ、構成を工夫して話し、意図を考えながら聞くことができるようにする。 

                             【国語への関心・意欲・態度】 

② 全体と部分、事実と意見との関係に注意して話を構成させ、相手の反応を踏まえながら話すことが

できるようにする。                    【話すこと・聞くこと（イ）】 

③ 話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、相手に分かりやすい語句の選択、相手や場に応じた言

葉遣いなどについての知識を生かして話すことができるようにする。    

【話すこと・聞くこと（ウ）】 

④ 話したり聞いたりして、事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに、話の中

の語彙に関心を持たせる。         【言語についての知識・理解・技能（イ（ウ））】 

 

（２） 評価規準 

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 言語についての知識・理解・技能 

・目的や場面に応じ、構成を工夫

して話し、意図を考えながら聞こ

うとしている。 

・全体と部分、事実と意見との関

係に注意して話を構成し、話して

いる。（イ） 

・話す速度や音量、言葉の調子や

間の取り方、相手に分かりやすい

語句の選択、相手や場に応じた言

葉遣いなどについての知識を生か

して話している。（ウ） 

・話したり聞いたりして、事象や

行為などを表す多様な語句につい

て理解を深めるとともに、話の中

の語彙に関心を持とうとしてい

る。（イ（ウ）） 

 

４ 指導計画（５時間扱い） 

時 学習目標 言語活動に関する留意点 評価規準 

１ 「ことわざ」スピーチをするた

めに、スピーチにはどのような

話し方や内容が必要か考えよ

う。 

・単元の目標と単元の流れを理

解する。 

・スピーチにはどのような話し

方や内容が必要かまとめる。 

・自分自身が単元でどんな力を

身につけたいか考える。 

・自分の普段の話し方とスピー

チに必要な話し方を比較し、聞

こうとしている。【関】 

・話す速度や音量、抑揚や緩急

をつけて聞いている。【話】 

２ 「ことわざ」スピーチをするた

めに、スピーチの材料を集め、

土台を完成させよう。 

・ことわざを調べ、具体例を考

える。 

・具体例が意味と合っている

か、他にも具体例が考えられな

いのかグループで交流する。 

・話したり聞いたりして、語彙

に関心を持とうとしている。

【知】 

３ 「ことわざ」スピーチをするた

めに、スピーチに活かすことが

できる構成メモを作ろう。 

 

・前時の材料を基に構成メモを

作る。 

・順序立てて話を組み立てるた

めに構成を考える。 

 

・相手に伝わるスピーチをする

ために構成を考えている。 

【関・話】 



４ 

 

本

時 

「ことわざ」スピーチを成功さ

せるために、グループで協力

し、よりよいスピーチを作ろ

う。 

・内容だけではなく話し方につ

いてもグループで交流する。 

・どう直せばよいのかよりよい

スピーチにするために考える。 

 

・話の構成を工夫し、話す速度

や音量、語句など聞く人を考え

話している。【話・言】 

・発表者の意図を考えながら聞

こうとしている。【関】 

５ 今までの練習を活かして、「こと

わざ」スピーチをし、自分の話

し方がどのように変化したか比

較しよう。 

・単元を通して、どのような場

面で活かしていきたいか振り返

る。 

・話の構成を工夫し、話す速度

や音量、語句など聞く人を考え

話している。【話】 

・日常生活にどのように活かし

ていきたいのか考えようとして

いる。【関】 

 

５ 本時の指導計画（４／５時） 

（１） 指導目標 

 ・話の構成を工夫し、聞く人を考えて話すことができるようにする。 【話すこと・聞くこと】 

 

（２） 本校の研究主題について 

 

 

 

 

【視点１】学習過程における言語活動の重点化（教師と生徒） 

 ・導入の場面で、スピーチ評価の観点の項目を具体的に確認し、本時の学習の見通しを持たせる。 

 

【視点２】学び合いの場における言語活動の工夫（生徒と生徒） 

 ・よりよい「ことわざ」スピーチにするために、グループで協力しアドバイスをし合う。 

 →役割確認のときにアドバイスの仕方についてのモデルも示し、具体的にどのようにアドバイスをするの

か確認する。 

  

・グループは３～４人グループとし、「話し手」、「聞き手」、「観察者」という役割をそれぞれに与えるとす

る。（※基本は３人グループで構成する。しかし４人グループの場合は、「観察者」の役割を２人とする。） 

「話し手」…「聞き手」を意識した話し方をする。 

「聞き手」…「話し手」が話しやすいような反応を返す。 

「観察者」…発表者の工夫を観る。 

 

・「聞き手」、「観察者」ともに、発表者がスピーチし終わったら、アドバイスを発表者に伝える。 

 ・発表者はアドバイスを学習シートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

研究主題 

学び合い、考えを深める生徒の育成 

～ 学びの場における言語活動のあり方を通して ～ 



 

（３）本時の展開 

段階 学習内容 生徒の学習活動 ◆評価基準 ・方法等 

導 

入 

 

５ 

分 

１．前時の確認をし、本時の学

習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・よりよいスピーチの条件を確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習課題を確認する。 

 

 視点１  

前時の学習を確認し、次時の発

表に繋がる学習であることを見

通す。 

 

・評価シートの項目を確認す

る。（紙板書） 

 

展 

開 

 

35

分 

２．「話し手」、「聞き手」、「観

察者」の役割を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．よりよいスピーチにするた

めにグループで交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの役割を確認する。 

・アドバイスの仕方、もらい方

のモデルを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

・スピーチを聞いて、よりよい

スピーチにするためにアドバイ

スをする。 

・もらったアドバイスをシート

に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ活動の進め方を紙板

書で提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 視点２  

・グループでの学び合い。 

・よりよいスピーチにするため

に話し方や構成についてアドバ

イスしあう。 

◆グループでの活動（関） 

 

 

 

 

【学習課題】 

グループで協力し、よりよいスピーチを作ろう。 

【スピーチの評価の観点】 

・聞き取りやすい話し方をしているか。 

・具体例を入れ、順序立てて話している

か。 

・相手にわかりやすい語句の選択、言葉遣

いをしているか。 

・原稿を見ないで、聞く人を見て話してい

るか。 

（グループの役割） 

「話し手」…「聞き手」を意識し

た話し方をする。 

「聞き手」…「話し手」が話しや

すいような反応を返す。 

「観察者」…発表者の工夫を観

る。 

 

（つまずきそうな生徒の予想） 

・原稿を見ないで話せていない。 

・間の取り方に気をつけて話す。 

・○○の語句をもっとわかりやす

い言葉にしたいけど、見つからな

い。 

・構成はこれでいいのか、アドバイ

スが欲しい。 

<話し合いのルール> 

・構成メモを真ん中に置く。 

・必ずアドバイスを伝えること。 

 



終 

末 

10

分 

４．本時のまとめを行う。 

 

 

 

 

 

５．本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

６．次時の学習の見通しを持

つ。 

 

・他者のアドバイスをもとに、

構成や内容、話し方を考える。 

・自分にとってよりよいスピー

チにするために必要なことは何

かをまとめる。 

 

・グループの人に再びスピーチ

をする。 

・振り返りシートに本時の学習

で分かったこと・次に活かした

いことを書く。 

・学習シートにまとめる。 

◆学習シートの記述（話・聞） 

 

 

 

 

・アドバイスされたことをもと

にもう一度練習する。 

◆振り返りの記述（関） 

 

 

 

 

 

 

<振り返りの場面で使用して欲し

い学習用語> 

スピーチ、構成、話し方 


